
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】散らばりの度合いを表す値を求められるようになろう

□相関係数

　下の図は、ある２クラスの国語と英語のテストの散布図である。どの程度強い相関関係であるかを他の人に伝える際

にどうすれば的確に伝えられるだろうか?

　また微妙な散らばり具合の散布図の相関の強さを比較するとき、どうすれば判断することができるだろうか。

　２つの変量からなるデータが与えられたとき、データの値から相関関係を調べる方法として、どの程度直線的であるかを

数値で表すことで比較することができる。
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 との間の相関を調べるのに，

　　　　　の偏差との偏差の積（共分散）を用いると相関関係を調べられる
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  との共分散
 の標準偏差  の標準偏差 　【計算方法１】

　相関係数については，

であることが知られている。

　の値は，正の相関が強いほどに近づき，負の相関が強いほどに近づく。

　また，相関がないとき，の値はに近い値をとる。

 のとき、負の相関をもつ のとき、正の相関をもつ

【参考】

相関係数 相関関係

 相関がない

～  ほとんど相関がない

～ やや相関がある 低い相関

～ 相関がある

～ 強い相関がある 高い相関

～  きわめて強い相関がある

 完全な相関



ちなみに前述の１組、２組の散布図の相関係数は

ととなるので、微妙ながら１組の方が正の相関が

強いと言うことがわかる。

  との総和

  の総和  の総和
　【計算方法２】

相関係数を母集団で計算したときのギリシャ文字ρローの英語表記の頭文字
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例１１）  
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　【計算方法２】を利用

 


  
 

  

【参考】相関表

　散布図にすると重なる点がある

場合、正しく表すことができない。

　またデータの数が多すぎると点だ

らけになってしまう。

　そのようなときは相関表を用いる

と良い。
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